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都城秋穂と地質学の長期研究計画
Akiho Miyashiro and his long term blueprint for promoting geological sciences.
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第二次世界大戦敗戦後，故・都城秋穂氏は，研究の国際化についての先見性をもって，今日の日本の地球科学の発展
のために大きな役割を果たした．特に，1960年代に都城が中心となって構想された地質学の長期計画と，計画の具現化
のための固体地球科学研究所構想は，戦後日本地質学の歴史として記録するに値する．また，この計画が，その後の日
本の地球科学の発展にどのような影響を与えたかは，科学社会学上の問題として重要である．

1953年以降，日本学術会議は，分野を代表する各研究連絡委員会に対して，科学技術研究の長期的な方向性について
提言を求めた．日本地質学会では，都城を座長として 1963年長期計画委員会を設置し，広い分野の研究者の討議をへて，
1965年共同利用研究所計画も含めた提言を公表した (都城，1965)．これと平行して，日本学術会議では，共同研究利用
機関としての固体地球科学研究所の設立を政府に勧告した (日本学術会議，1965)．
　この際，都城氏は，1965年 9月から 15回にわたって「地球科学の歴史と現状」（都城，1965-1966）を公表した．こ

れは，長期計画の立案にあたって地球科学の歴史的発展をレビュウし，次世代をデザインする資料をまとめたものであ
ろう．この論説は，地球科学の研究者に自分達の分野のあり方を見直す契機を与えただけでなく，地球科学以外の多く
の人々にも強い印象を与えた．この調査検討が，長期計画委員会の報告に色濃く反映したものと考えられる．
　日本学術会議の地質学研究連絡委員会は，その後，久野久を委員長とする固体地球科学研究所小委員会を組織して

設立計画を検討した．示された概算要求書は，最終的には 13部門，研究者数 159名となる大組織で，研究内容の詳細か
ら研究所建屋の概要や予算案までを含む具体的なものであった (渡辺 1969)．この研究所設立は，さまざまな原因により
実現しなかったが，この計画の存在自体は，その後の日本の地球科学の飛躍的な進展に大きな寄与をすることになる．
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